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要旨   

大分県の竹製品の，デー、夕べース化を行った．データ件数は約40企業■人250件．製品の隼代は，194（〕年代から2001  

年までである．二のデータベースは，竹丁芸，訓練支援センター∨内で閲覧できるほか，インターネットでも情報の一部を  

公開する予定である．  

1．はじめに   

大分県の別府竹細工は室町時代に行商用の籠を作って  

売り出したのが始まりといわれている．そして昭和 54  

隼には，「別府竹細T」が通商座業省（現経済産業省）の  

伝統的工芸品に指定され，全国有数の竹材及び竹製品の  

寝地となった．しかし残念なことに，近年の産業構造の  

変化や長引く不況・安価な輸入品の増加により， 一昔前  

の勢いが無くなっているのが現状である．  

2．目的   

散在していく過去から現代の竹製品を収録し，今後の  

新しい竹産業の従事者に活用して車）らうことを目的とし  

ている．従来にむ，一郎の製作者の製品が作品集として  

出版されること車）あったが，価格や発行部数の関係で多  

くの人が閲覧することは困難であった．また市場を席巻  

した大量に生産された製品は，作品集卓〕なく記録がほと  

んどなされていない．そこで今回コンピュータヒにデジ  

タルで記録することにより，経年劣化が無くまた検索が  

でき，コストを掛けずに多くの竹製品を記録することが  

仁一摘巨となった．そしてその情報の一部を多くげ〕竹催業従  

事者及び消費者に知／）てもらうために，インターネット  

上で公開をおこなうこととLた．  

3．データベース  

3．1デ】タ収集方法   

大分県内の竹製品生産企業を任意に選択し，デー∨一夕ベ  

ースの趣旨の説明及び製品の借り受け。ノ与二虫槻影。調査  

票への記入の依頼及び製品の返却の，一企業・人】3サ  

イクル三し一間でデータの収集を行った．調査票の様式ほ  

Fig－1〔7）通り 
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Fig．1調査票   
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3．6 WebペⅣジでの検索   

インターネットからは「川途一 r一般名称」「製品分類」  

「胴編み「底編み」の5年汗巨）みから，検索を行うこと  

が出来る予定である．画像についてfi，オリジナル〝〕デ  

ータベースに比較して5り万告1程度に品質を落としノた．  

二れは，詳細な酎象による黎ム上古び）模倣を防ぺためと，通  

信速度〝）問題で大きなデータでは表示までに時間が掛か  

るのをl彷ぐためである。Ⅵr（ゝbページ【由け象はFlg3〝）通り．   
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3．2 データ項目及び件数   

データ境目は「産地」「製作者・製造企業一 r弓一」「製晶  

名」「州途」「一般名称」「帖」「奥」「高さ」「製造年」デ  

ザイナー」「製作首図」「受賞など＿備考」 「竹材一「油ぬ  

き処理」闇ヒ色。着色J「塗装一「製品分類」Ⅷ司編みj「底  

編みj r蓋編み」「身編み」「縁加工」及び製品を多ノノ向か  

ら撮影した画像から構成されている．   

データ件数は約40企業。人7 250件．製品の年代は，  

194（〕年代から20nl隼までである．   

3，3 デ】タベ】スソフト   

デーー夕べ－－スソフトとして，ファイルメー【カー一社の  

Fjユe批IkcT、1）ro5．5 をつか／つた． これはデータベースの碩  

臼を自由に増やせるため将来拡張が容易であること，ニ  

のソフトロ体にサー・■′・バー機能があるので（」）ML言語でWeb  

ページが記述できること，Xh1ユ」言‾語が使えるため多くの  

恥b／く－ジ作成ソフトと連携できること等が理由である   

3．4データの入力   

調査票及びデジタルカメラで撮影した製ぷ－の写頁を  

Fig2（7）画面で入力した．   
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F岳g．3 Webペ皿ジ画面  

卑＿まため   

ノく分県の竹製品は，編新劇術に／⊃いてはかなり高度で  

あり，また竹の素材開発や竹⊥二技術について責）先進地で  

ある．しかし記録寧保存をしノていかなければ，優れた製  

［iい技術は後継者に引き継がれることなく廃れてLまう．  

製品そのものを保管することは大変なことであるが，デ  

ジタルデータなら劣化や破損むない．当センターれが過よ  

に発†ニーJLた竹編組技術資料集と共に大分県〝）竹産業に役  

、土てたい．また情事酎：主，継続rjることと発イ言することが  

屯要であ畑 今後卓）斗澗で10れ点ほどの黎㍑－－jを収録す  

ると共に，技術面でのデーータむデジ タル化していくア′定  

である．そぴ〕ためにも誰妄）が入ノノできる，データベース  

システムし7J展礎を今後も作っていくj′′右である－   

「ig．2 デー タベース人ノル軌面  

デーー【タ人力画面では今後もデータを人力していくため  

に，誰もが簡単に人力できるようはとんどの堰目につい  

て「値一覧」を定義してコ ポッγアップリストから選択  

できるようにした．   

3．5 デ仙タの検索   

Fjl〔亜ker汁（）㌔5 ♭リ「表示」メニューから「検索モー  

ド」に切り替え，検索したい項目に値を人力し r検索」  

ボタンを押すだけである．ここでもほとんど〔7リ頃日につ  

いて「値・覧」を定義しノて，ホップアップ リストから選  

択できるょうにし／ているので，容易に検索が可能である．   

また耐像に／〕いては画面宜大きさの関係で同和二大き  

く表示できないため，他ザソフトに画像をヘレーストして  

閲覧することとなる。  
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